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2-8. エリア別訪問者数・滞在時間分析

秋吉台地域における、本計画対象区域エリア（ア～サ）及び美祢市内の周辺エリアについて、訪問者数と滞在時間の
施設最大値を算出した。訪問者数が少ないエリアについては、認知率・訪問意向を高める検討、滞在時間が短いエリアに
ついては、歩行者動線の回遊性や、滞在快適性を高める検討を行うことが効果的と考える。

 

業務対象エリア

エリア 訪問者数
最大値（人）

平均滞在時間
最大値（秒）

ア.秋吉台観光交流センター周辺 513 1,025
イ.秋芳洞入口 418 582
ウ.黒谷口 82 517
エ.秋芳洞商店街 640 2,284
オ.展望台 265 3,174
カ.秋吉台家族旅行村 37 2,160
キ.秋吉台リフレッシュパーク 133 3,107
ク.景清洞 35 3,241
ケ.大正洞 31 1,001
コ.サファリランド 525 3,635
サ.長者ケ森 120 898

周辺エリア

施設 訪問者数
最大値（人）

平均滞在時間
最大値（秒）

龍護峰 1 321
北山 15 675
若竹山 18 728
冠山 5 1,957
道の駅おふく 593 2,511
道の駅みとう 444 1,626
秋芳白糸の滝 5 285
歴史民俗資料館 14 1,641
化石館 3 964
大仏ミュージアム 2 183
桜山総合公園 28 1,050
金麗社 0 0
Mineにぎわいステーション 53 730
大岩郷 5 1,052
石屋形磨崖仏 0 0
ぽんぽこの里 163 2,591
水神公園 33 1,058
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2-9. 美祢市観光者の宿泊場所 

美祢市に訪問したユーザの宿泊場所・宿泊施設を GPS データから集計した。 
本集計においては、当該日に一度でも美祢市に GPS ログが発生した場合を美祢市観光客とし、その日の最後の GPS

ログが検出された場所付近 200m 区画を宿泊場所と定義した。そのため、一部少数の観光者は、深夜に移動している場
合に中国自動車道のような移動中の場所や、あるいは GPS ログの検出の問題で、日中の観光中に計測が途切れた場
合、その場所がその日の最終 GPS ログスポットとして、宿泊場所と集計されてしまう可能性がある。よって本集計は、そのよ
うな移動中と考えられる場所は除外し、該当日の最終 GPS ログの場所が宿泊施設となっているもののみを対象とした。そ
のため、本集計における宿泊者数は、全体の宿泊母数を正確に捉えているものではなく、宿泊施設を集計できた観光者の
中での相対的な傾向を比較する、という目的に合ったものとなる。ただし、一部の駅前等の宿泊施設密集地帯は、GPS ロ
グの計測・集計誤差によって、別の宿泊施設と混合される可能性があることに留意されたい。 
都道府県別で見ると、山口県での宿泊が 72.8%ともっとも多く、ついで広島 13.3%や福岡 11.3%となった。山口県

の中では、山口市が 26.3%でもっとも多く、ついで萩市 15.4%、下関市 13.5%、長門市 12.3%となる。美祢市観光
客の中、美祢市に宿泊したものは、1.6%と少数となった。美祢市観光客の多くが、萩や湯田温泉等とあわせた周遊観光
している様子がうかがえる。 

 
  


